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本研究報告は，平成２７年１月１７日（土）に開催されたポルト市民講座『若者の生と死を考え

る～「（周囲が）死なせない」よりも「（若者自身が）生きてみよう」と思えるために私たちに

できること～』における講演録の文章を加筆修正して，研究報告としてまとめたものである。

ポルト「健康」研究グループ代表，本学心理カウンセリング学科の飯田より企画趣旨を行っ

た。その後，飯田と，本学保健センター三上より『青年期の居場所感・所属感を考える～休学

や退学の現状を参考に～と題し，話題提供を行った。そして，元運営会（現在，子どもの貧困

対策センターあすのば）の村尾氏より「若者の自殺を考える～生きづらさを生きる力に～」と

題し，基調講演を行っていただいた。村尾氏の講演を受けて，指定討論者として，北海道大学

保健センターの斉藤氏より質問及び意見を述べていただいた。

なお，当日は約６０名の参加者の方々にお越しいただき，質疑応答も多く活発な議論ができた

ことを付言したい。本講座の内容がこれからの自殺予防活動に少しでも寄与できればと思い，

改めてここに当日の市民講座でのやりとりを再現したいと考える。
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【飯田 昭人】

企画者の飯田です。このポルト研究の健康グループ代

表を務めています。どうぞよろしくお願いいたします。

普段は，大学教員として心理学を教えております。また

臨床心理士として，病院，療育センター，スクールカウ

ンセラー，警察心理職などを経験してきました。

自殺にまつわる市民講座は昨年に引き続いて２回目で

ございます。シンプルに申しますが，わたしがお会いす

る中学生や高校生，そして大学生の中に，「死にたい」

と話す方々がいます。その多くは「大人は死んではいけ

ない」「死なないで」「死ぬ気になれば何でもできる」な

どばかり言われ，「死にたいくらいつらいという自分の

気持ちをなかなかわかってもらえない」とその気持ちを

吐露されます。もちろん，心配している大人はたくさん

いますが，死を考えている若い方たちは，自分の気持ち

をわかってもらえないと思っている人が相当数いると思

います。

今回のテーマも「若者自身が生きてみようと思えるた

めに私たち大人にできること」を大切にしてまいりま

す。
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はじめに，飯田，三上による大学での休学や退学の状

況に焦点を当て，居場所感や所属感の視点から若干の提

言を行います。その後，村尾政樹氏による「若者の自殺

を考える～“生きづらさ”を生きる力に～」と題し，基

調講演を行っていただきます。最後に，斉藤美香氏を交

え，シンポジウムを開催し，質疑応答も受けたいと考え

ています。

まず，私より若干の企画趣旨と自殺についての情報を

お話いたします。

２０１２年の全世界の自殺死亡者は，２０１４年のWHOによ

ると，推定８０万４千人。全世界の人口１０万人あたりの自

殺死亡率は１１．４になります。ちなみに男性１５．０，女性

８．０となっています。ただし，これらの数値は過少報告

されている可能性があります。世界のほぼすべての地域

で，男女とも７０歳以上が最も自殺死亡率が高いといわ

れ，また，世界的に見ても自殺は１５歳から２９歳の死因の

第２位になっています。成人１人の自殺による死亡に

は，２０人以上の自殺企図があると指摘されています。

２０１４年の内閣府自殺対策推進室，警察庁生活安全局生

活安全企画課における，平成２５年中における自殺の状況

からは次のようなことが言われています。平成２５（２０１３）

年，日本の自殺者の総数は２７，２８３人で，前年に比べ５７５

人（２．１％）減少しました。男性が１８，７８７人で全体の６８．９％

です。年齢階級別では，６０歳代が全体の１７．３％，４０歳代

１６．８％，５０歳代１６．４％，７０歳代１３．９％と続きます。職業

別自殺者数では，無職者が１６，４６５人６０．３％，被雇用者・

勤め人２６．７％，自営業・家族従業者７．８％，学生・生徒

等３．４％と続きます。北海道の自殺者は，１，２４６人（H２５），

１，２９６人（H２４）となっています。平成２５年度では，２０

歳未満が２５人，２０－２９歳が１１８人，自殺で亡くなってい

ます。

統計等の資料を紹介していきましたが，社会の要請と

して，「自殺をさせない」「自殺してはならない」という

のは，ある意味において正しいといえます。そのため

に，自殺「予防」や自殺「対策」などのことばが当然用

いられます。しかし，自殺を考えている「当事者」から

すると，自殺予防や自殺対策ということばは，「死にた

いくらい“つらい”」という想いを否定されたように感

じるかもしれない。それは，先ほども述べましたが，臨

床現場で痛感することです。「死を考えてしまう私は

“弱い”人間，“だめな”人間」と感じてしまうかもし

れない。こういうことにも思いを馳せたいと考えます

が，皆様はいかがでしょうか。

自殺問題に携わるすべての人間は自殺の社会構造的側

面と，自殺を考える本人の想いや気持ちに焦点を当てる

ことの双方をしっかり考えていく必要があると考えま

す。

続けて，青年期の居場所感・所属感を考える～休学や

退学の現状を参考に～というテーマでもう少しお話させ

ていただきます。

内田千代子先生（２０１４）の２０１１（平成２３）年度の在籍

学生の調査によると，全体休学率 ２．７２％（男子２．９２％，

女子２．３３％）全体退学率 １．３２％（男子１．６２％，女子

０．７５％）となっております。つまり，全国的に見て，休

学が約２．７％，退学が約１．３％であります。本学について

は詳しい数字は差し控えますが，休学率はこの調査より

低いものの，退学率はこの調査より高くなっています。

この違いは，地域性，学部学科の特色，入ってくる学生

の背景，いろいろな要因があると思います。

内田先生（２０１４）による退学および休学の事由グルー

プの分類基準としては，表１のとおりです。

表１ 内田（２０１４）による退学および休学の事由グループの分

類基準

１．身体疾患群 休０．１２％ 退０．０２％
２．精神障害群 休０．２４％ 退０．０６％
３．消極的理由群 休１．０３％ 退０．７２％

（大学教育路線から離れるような理由。）
４．積極的理由群 休０．７９％ 退０．２８％

（大学教育路線上にあり，さらに積極的な理由）
５．環境要因群 休０．５３％ 退０．１７％
６．不詳 休０．１７％ 退０．１３％

休学や退学，そして引きこもりや孤立などは，自殺の

危険性が高まります。大切なその個人の「居場所感」や

「所属感」とでも呼ぶべきものが失われるからです。居

場所感について，石本（２０１０）は「ありのままでいられ

る」と「役に立っていると思える」ということが含まれ

た，物理的・心理的な居場所と定義しています。所属感

については，大阪府教育センターは（１）所属感（belong-

ing）とは，�心の居場所，�自分のあるがままの存在
を認める。「私は私」と定義しています。

所属感や居場所感が脆弱になってしまうことにより，

話せる人，心を許せる人が少なくなる。誰かを頼る，誰

かに頼られるという経験が乏しくなる。このことは結果

として，自分に自信がなくなる，極端な思い込みに走っ

てしまうということにつながります。すると，誰も頼れ

なくなる，この世から離れようとする可能性が高くなる

ということに行き着くと考えます。

私たちにできることは何でしょうか。「挨拶，声かけ

をする。」「会話をする，できる範囲で一緒に過ごす。」

「誰かにつなぐ，各種機関に相談する。」など，身近な

ことこそ大切であり，専門家や専門機関に任せっきりに

するのではなく，自分たちのできることは何かを常に考

えていくことこそ大切であると思います。理想論かもし
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れませんが，「打てば響く」というような関わり，たと

え，つたない言葉であっても相手（大人）がその意図を

汲み取り，反応することで，（人と関わることに不得手

な）若者世代の人間も，それなりの自信をもって人と関

わることができるようになるのかもしれません。多少お

せっかいで若い世代と接することが大切だと私は考えま

す。

続きは，三上看護師や，村尾さん，斉藤先生がお話し

てくださると思います。どうもありがとうございまし

た。

【三上 薫】

私自身がこういう場で話すのが，すごく苦手で，穴が

あったら入りたいと思って，いつもこういうところは，

来ないようにしているのです。こういう気持ちって，保

健センターに来る学生さんたちにも多くって，自分の苦

手なことに遭遇した時に，穴があったら入りたいという

思いに駆られているように感じています。それはレポー

トのこととか，テストのこととか，先生との関係とか，

お友だちの関係で，穴を掘って掘って掘って，もう下の

方へ下の方へと掘っていく学生さんが結構います。この

前もある学生が，保健センターに来た時に，後ろ向きに

前向きだと。後ろ向きをどんどん前に向かって歩いてい

るのだという話をしてくれました。

多分，死にたいなあと言っている学生さんは，穴を

掘って掘って掘って，もう抜けられなくなっているよう

な状況の人が多いと思います。休学する場合でも，死に

たいというふうに言う学生さんがいらっしゃいます。そ

こで，どうして死にたいかというのをいろいろ聞くので

すけれども，そうすると，やっぱりこの人，辞めた方が

いいのかなとか，休学して少し自分の考える時間を持っ

た方がいいのかなと思うような学生も大勢いらっしゃい

ます。

大学に入ってきた時に，きちんとした目的意識がな

かったために，とりあえず大学に行ってみれば，という

ようなことを言われてきたのだけれども，入ってみたら

なんとなく違うという人も結構います。そういう時に

は，じっくり話をして，じゃあ，ちょっと大学から離れ

て，そして考えてみればという話もしています。

休学が悪いというふうに本人は思っているみたいです

けれども，そうじゃないのだということも気付いてもら

いたいと思っています。

退学する人もそうですけれども，結構，休学期間に自

分を見つめなおして，やっぱり大学を辞めようという人

もいるので，そのへん，ちょっと期間を置いて自分を考

えるということも必要なんじゃないかなと思って，いつ

も接しています。

死にたいって，言われる機会も度々ありますが，死ん

じゃだめだよというのは，あまり言わないように心掛け

ています。話をしているとどんなふうにして死にたい

の？ということを私はいつも聞くのですよね。それは，

危険なことなのかも知れないですけど，そうすると，あ

あ，この人ちょっとわかってくれているのかなと思って

くれるようです。話しているうちに，違う話に移って

いって，じゃあ，今日のご飯なに食べると言ったら，今

日はあれ食べますという答えが返ってくるんです。今日

１日，それで過ごして，明日もまた来て，また死にたい

話でもしようかって，いうことになったりするんです。

そんな形で，ほんとに，ちょっと刹那的ではあるかも

しれませんけど，時間という日にち薬は重要だと思って

います。

私は，看護師なので言葉というよりも顔色を見たり，

ちょっと表情を見たりして，あ，ちょっとこの人かなり

悩んでいるなというのを感じると病院を勧めてみたり，

あとは食べもの，ちゃんと寝ているのかというようなこ

ともアドバイスするようにしています。

そのような形で，保健センターでは，休学している人

も，いつでも来てねというふうに声かけています。やっ

ぱりどこかに所属していないと不安というのがあると思

います。これからも辛くなったら，待ってますよという

姿勢で見守り，支えることを続けていこうと考えていま

す。以上です。

【村尾 政樹】

皆さん，こんにちは。村尾政樹と申します。どうぞ，

よろしくお願いいたします。

まず，初めにということなのですけれども，本日，

ちょっとお話しさせていただくのが，すごい今，怖いの

ですよね。いつも何かの形でいろいろお話をさせていた

だくことがあるのですけれども，いつも，後ほどご紹介

させていただくような活動のお話であったりだとか，あ

とはよくあるのは，こういった経験を通してどういうふ
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うに前向きになれているのかというようなポジティブな

お話をしてくださいというようなことが多かったりする

のですけれども，ちょっと今日は，あんまりポジティブ

でもないのかなというようなお話なので，初めましての

かたも大勢いらっしゃいますけれども，今まで何度かお

会いしたことがあるかた達にとっては，僕はなんだか話

してはいけないようなことを今から話す，かかわってく

ださっている方々にとっては，あまり話してはいけない

ようなことを話すような気がして，ちょっと怖いので

す。

本当に，最初にということなのですけれども，いつも

自殺，「母親を亡くした」というところにすごいスポッ

トが当てられるのですけれども，今日はここをまず大前

提にお話しさせていただこうと思っています。非常に言

いたくないのですけれども，僕は何度か死にたいと正直

思ったことがあります。この死にたいという言葉は，ど

ういう「死にたい」なのかということとかは，この後の

いろんなお話を通して，少しずつ話していきたいと思っ

ています。

今回，北海道の若者の自殺ということだったので，本

当に基礎的な基礎というのか，数字だけなのですけれど

も，今，毎月大体約１００名のかたが，自殺という形で亡

くなっているということなのです。若者，とりわけ２０代

は，この平成２４年で１８４名，平成２５年で１４３名が自殺で亡

くなっていると言われています。先日，平成２６年の自殺

の速報値が警察庁から出て１，１５１名だったということで

した。

私自身のことなのですが，今，おかげさまで２４歳にな

りました。兵庫県の神戸市の出身です。１１歳の時に母親

を亡くしました。大学進学の時に北海道札幌市へ来たの

で，１８歳までは神戸市で高校生活を送っておりました。

２０１４年の春，ちょうど１年ぐらい前ですが，大学を卒

業して，現在は札幌市内で働いています。

まず，母親が死ぬまでのお話なのですけれども，僕が

小学校５年生の時だったと記憶しています。その小５の

時ぐらいだったと思うのですけれども，母親の様子に異

変がまず起きて，専業主婦だったのですけれども，家事

をしなくなるというか，できなくなってしまい，寝込む

日が増えたりという日が増えてきました。もともと黒髪

というのか，茶色い髪だったのですけど，金髪に染めて

たばこを吸うようになったりとか，離婚したいって言い

始めたりとかしました。僕は，小さい頃に，たばこがす

ごく嫌いだったのですよね。父がたばこを吸う人だった

のですけれども，僕，すごくたばこが嫌いで，同じ部屋

にいるだけで，息がしづらいというか，公言していたの

ですね，家族に。たばこが嫌いだということは言ってい

ましたし，そういう「たばこを吸う人なんか」というよ

うなことも思ったりしていたのです。ですから，よけい

に母親がたばこを吸い始めたことは，僕にとってすごい

インパクトがあったことなのです。後から父親に聞いた

のですが，母親はもともと喫煙していたのですが，僕た

ちの子育てのためにたばこをやめたのだそうです。

それで，僕はその言葉を聞いて，正直，「子育て」と

いうものをもうやめたのかなというふうに思ったので

す。興味がないのかなって。たばこを吸うのは，子ども

を育てるために止めていた。でも，今，僕の目の前でた

ばこを吸っているというのは，単純にやっぱり僕に興味

がなくなったのかなというふうなことを覚えています。

離婚したいということなのですけど，その離婚したい

というのも，母親が言ってきて，僕以外は止めなかった

のですよ。あとの周囲は離婚すればいいと思っていた。

母親も正直このままだったら，もう駄目になるというこ

とを言って，離婚をしたいというふうに言っていたので

す。

ただ，姉さんとか，あ，私には姉と弟がいるのですけ

ど，姉が２つ上で，弟は僕の５つ下だったので，弟は当

時小学校１年生とか幼稚園という感じの時だったのです

けど，その離婚したいといった時に，姉は特別止めな

かった。すごくクールな感じで，そうすれはいいという

ようなことだったのですけど。僕だけ，止めたのですよ

ね。やっぱり離婚するというのはよくないと思っていま

したし，むしろ，もともと母親が調子を崩して家事とか

ができなくなって，で，離婚したいなんて，なんて勝手

なのだと。こっちは苦労しているのだぞというようなこ

とを小学校５年生の時の自分は思っていたのだと思いま

す。離婚を止めました。結果的に離婚はしなかったで

す。

その離婚の話をした後に，家族に呼ばれて，マー君，

僕のことですが，離婚をしないでほしいと言ったから，

離婚しないことにしたのだというふうに母親は言ってい

ました。ただ，その後に，本当に数カ月後です。母親は

死んじゃいました。
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離婚させておけばよかったと思っていますね。なんで

止めたのだろうというのは今，すごく思っています。あ

の時に，僕は離婚を止めて，もっと家族でこういうふう

な，父，母がいて，ご飯があったという，何か理想みた

いなものがあって，それを押しつけてしまったから，母

親は離婚をしないという道を選んだ。それが１つの大き

なきっかけになってしまったのかなというのは，すごく

ショックで，今も覚えています。

母親は，調子の良い時と悪い時でまったく様子が違っ

ていて，調子が良い時はマー君，マー君というふうに僕

を呼んでくれるのですけれども，調子の悪い時は，他人

というのか，お前は誰なんだというような感じでした

ね。

僕は，そういう様子を見て，調子の良い時だけ，なに

調子の良いこと言っているのだというふうに思っちゃっ

たのですよね。本当だったら調子が良いことをすごく喜

ぶべきだったかもしれないですけれども，調子が悪い時

に他人のようなことをされて，調子の良い時だけという

ふうに言っていました。

総じて，本当にこの１年間，小学校５年生からの１年

間は，母親に対して冷たいこともすごく言いました。な

んでこういうことをしていたのだろうか，なんでこうい

うふうに僕は思ったのだろうというのは，今でもすごく

あります。

２００２年，小学校６年生の５月なのですけれども，実際

に母親は自殺で死にました。いつもはここまでの話と

か，この時の話をするのですけれども，怖いというの

は，ここから先が実は，結構，あまりそこまで話したこ

とはないので，死んでからというお話なのですけれど

も。

まず，やっぱり，一番に印象に残っているのは，父親

と僕，実は朝早くに出て行って，僕が寝る頃に帰って来

るような父親だったので，小っちゃい頃，キャンプに

行ったような記憶はあるのですけど，実は父親と僕はあ

んまり思い出がないのですよね。結構，お母さん子でし

たし，母親というのがすごい印象が強くて，僕，死んで

初めて父親と面と面を，ものごころがついてからは，初

めて面と面を向かったという記憶があって，その時に，

父親にまず言われたのは，「自分でやってね」というふ

うに言われました。この「自分でやってね」というの

は，母親が死んで，死ぬ前からもそうでしたけれども，

家事のこと，ご飯，洗濯物，そういったことを自分で，

身の回りのことを自分でやってねと言われました。先ほ

ど申し上げたのですけれども，僕には弟がいて，母親が

亡くなった時，小学校１年生だったのですけれども，そ

の弟の面倒もみてねと。お兄ちゃんなのだからと，いう

ふうに言われました。

この「お兄ちゃんなのだから」というのは，父親だけ

ではなくて，お葬式の時もそうだったのですけども，そ

の後もずっとそうだったのですけど，やっぱりいろんな

人に言われましたね。「お兄ちゃんなのだから」ってす

ごく言われました。

弟を連れて一緒に学校から帰るというのも毎日でした

し，そのご飯をつくるというのも，弟の分をつくるとい

うのもそうでしたし，弟の面倒をみるというのも，小学

校６年生からしていました。

悲しいことがあったのにえらいねということも，すご

く言われました。すごく悲しいことがあったのに，よく

頑張っているね，よく負けずに頑張っているねって。

記憶がうろ覚えなのですけど，車に乗っている時に，

近所のおばさんの車に乗っていて，その時に，神様は乗

り越えられる試練しか与えないということをよかれと

思って言っていただいたのでしょうけど，その近所のお

ばちゃんがそう言いました。神様は乗り越えられる試練

しか与えないよと。がんばりなさいと。非常に辛かった

です。

まず，神様がいるなら，母親死んでねえとか思ったり

しちゃうのです，僕は。そもそも，なんで母親，死なな

きゃいけなかったのというのは，神様，答えろよという

ような気持ちでいました。その乗り越えられるというの

も，何かすごく違和感があって，やっぱりなんだか母親

が死んでから，困難に負けない，頑張る自分をみてもら

おうというイメージがきっとあったのかもしれないので

すけれども，その頑張って負けずにいるのだという自分

を，あの時はそういうふうに思っていませんでしたけ

ど，今思うと演じていたなと。そういう役をしていたと

すごく思っています。

大きな転機としては，高校１年生の時でした。僕は，

それまで，自分のことで精一杯で，逆にいうと忙しくす

ることで，そういった母親の死というものと，僕はあま

り向き合っていませんでした。すごく怖かったからで

す。なにか時間ができたときや寝る時がすごく怖かった

記憶があります。

寝る瞬間，なにか考えちゃいそうで，できれば疲れて

寝てしまというぐらいのほうがよかったというのがあっ

て，大きな転機は高校１年生の時に，僕は同じ境遇の仲

間たちと出会うことができました。僕はお母さんを亡く

しましたって初めて言えたのですね。なんで言えたのか

というと，やっぱり，前に，私はお父さん，お母さんを

自殺で亡くしましたというふうに言ってくれた高校生の

友だちがいて，その子の話を聞いていると，何か僕のこ

とを今まで，ちょうど４年，５年ぐらい経ってからだっ

たのですけど，今まで４年間，５年間を知っているのじゃ

ないのというぐらい似ていたのですね。非常に似た経験
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で，僕もそうだったのだというような気持ちで，また，

「僕は」って書いていますけど，「僕も」というような

感覚が強かったですね。僕も亡くしましたというふうに

話した記憶があります。

その時に，同じような境遇で，そういうふうに自殺で

亡くしましたとか，実は自殺だけではないのですけれど

も，ほかにもいろんな形でお父さんやお母さんを亡くし

ましたと言っていた子の中の１人に，進学したいけど，

お金がないから進学できないというふうに言っていた子

がいたのですね。僕は，高校１年生の時だったのです

が，その子は高校３年生で，夏に１回キャンプみたいの

があって，そこで話したのですね。そのキャンプには私

はもう参加できませんということで，どうしてかという

と，大学生になればとか専門学生になれば，そのキャン

プはお兄さん，お姉さんとして来られるのですけれど

も，お金がないから進学できないと。だから，私はこれ

で最後，その高３の，その子は，お互い初めてだったの

ですけど，そのキャンプが，参加するのが。僕は来年高

２でまだ行けると。その子は高３で，お金がないから進

学しない，できないと。で，最初で最後ですというふう

に言っていたのが，すごく印象に残っていて。そこの自

分の経験を話したことと，同じような境遇で育ってきた

友だちが言っていた進学したいけどというところのあた

りで，僕は非常に何か力になれないかなというような，

何か前向きにはなったというようなのがありましたね。

僕は商業高校に進学して，大学には行くつもりはまった

くさらさらなかったので，逆に言うと今の自分がこんな

場所にいるというのは，奇跡的なことというふうに僕は

思っているのですが。それは逆にここの経験，この時の

この言葉はほんとに大きかったです。

ただ，それで進学，最初は商業高校でするつもりな

かったけど，最後は商業高校にしよう，学校生活も頑張

ろうと思い，そのことをお父さんに言いました。僕は大

学に行こうと思うと。商業高校に進学したけど。やっぱ

り，父親が言ってきたのは，「自分でやってね」でし

た。

あの時は何も思いませんでしたね。「自分でやって

ね」って小６の時から生きてきているので，自分でやっ

てねと言われても何も思わなくて，むしろやってやる

よ，みたいな感じで，大学の，お金のこととか，生活の

こととか，自分でやるということに対しては何も思わな

かったのですけど，「自分でやってね」と言われてアル

バイトを始めたり，勉強を頑張ったりしようと思いまし

た。

ただ，僕は，何の時か覚えていないのですが，授業の

時に，夏でしたね。高校の先生がほんとにいきなりだっ

たのですよ。前後覚えてないのですけど。ただ，高校の

先生が，自殺で死ぬやつなんかゴキブリ以下やと。自殺

で死ぬやつなんかゴキブリ以下でやり直せと言ってきた

のですね。

僕は，なんだか，それ，母親をゴキブリって言われて

いるような気がして，別にゴキブリごと否定するわけ

じゃないのですけど，何か母親がゴキブリだと言われて

いる気がして，もう学校へ行くのをやめました。

僕，商業高校で資格さえとれば，成績くれるような学

校だったのです。進学するにも，資格を取って，一般入

試というか，資格を取ることだけに専念して，学校は絶

対行かないと思いました。高２の終わりぐらいだったな

という記憶があります。逆に言うと高２ぐらいまでは，

ちょっとは学校に行っていたというところもあるから，

なんとか卒業できたのだと思うのですけど，大体，僕，

高校３年生はほとんど学校に行っていません。結果的に

北海道大学に受かったのですけど，僕は実は卒業認定，１

回おりないような感じだったのですね。高校卒業できな

いような感じだったのですけど。不登校で。ただ，僕は

その時先生に正直に，そういうことがあって，僕は学校

に行かないとしているのですっていうことを言って，な

んとか補修を受けさせてもらいました。あとは，商業高

校から北海道大学に進学というのは嬉しいみたいです

ね，先生からすると。卒業した先輩というところに，北

大の名前があるといいからって言われましたね。

まあ，そのときの先生に母親のことを言われたときの

ことはもういいのです。そこは感情が出てきちゃうの

で。

その時の先生，なんでそういうことを言ったのだろう

なというのは未だに思っています。ただ，余計にその気

持ちが，僕は母親に対して，いやゴキブリじゃないよ

と。母親はちゃんと生きていたのだよということをちゃ

んと言いたいなって思うようになったのは，逆にこの言

葉があったからなのです。

もちろん，みんながそう思っているわけじゃないとい

うのはわかっていますけど，先生に教室で，授業で，そ

んなことを言われて悔しかったですね。母親が死んだ証

とかじゃなくて，ちゃんと生きたのだ，生きてきたのだ

よということを，ちゃんとみんなに言いたいと思って，

今もこういうふうに活動しているというのも正直あると

思います。

ただ，今回，若者の自殺について話してくださいとい

うことで，いろいろ振り返っていると，この KY事件と

いうのは，それもそのゴキブリ事件というのはさっきも

話したことですけど，仲良かった友だちが僕のクラス

に，離婚，再婚を繰り返す家庭のお子さんがいて，毎学

期ごとに何か名字が変わるのじゃないかというぐらいな

頻度で変わる人がいたのですね。１年生の時はこういう
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名字で２年生はこういう名字で，３年生はこういう名字

でというので，僕のすごく仲良かった友だちのもう１人

が，クラス祭みたいのが，文化祭みたいのがあって，ク

ラス Tシャツを作ろうというので，作るのですけど，

出席番号順に背番号をつけようというのがあったのです

ね。その出席番号順に背番号をつける，ちょうどその時

にその子（の親）は実は離婚をまたしちゃったのです

よ。で，名字変わっちゃって，出席番号変わるわけです

よ。その友だちは，両方とも仲良くてすごく信頼してい

たのですけど，KYだなって，KYだ。空気読めないと

いうのが，昔流行っていたのですけど。そういう言葉

が。僕が高校生の時，流行っていて，その空気読めない

なということを言ったのですね。その人も，いわゆるお

母さんが離婚している時は母子家庭だったので，ひとり

親とか，そういう，もしくは子どもになにも関係ないの

に，すごい KYだって言われて，その離婚して名字が変

わった子にですね。もう先生が，先ほど話した先生もそ

うだし，友だちもすごくいやでした。進学さえできれば

よかったと。それこそ，また，忙しい毎日を過ごすの

が，多分，好きだったのだと思います。そういうこと，

むしろ考えなくてよかったので。８時から５時まで，僕

はガソリンスタンドで働いて，６時から１０時までは居酒

屋で働いて，みたいのを結構していましたね。

それで，その居酒屋の社員さんがカッコいいバイクに

乗っていて，僕も憧れて，中型のバイクの免許を取っ

て，反抗というやつですかね。学校に行かない代わりに

自動車学校に行くみたいな感じで，免許を取って，バイ

クを買って乗るというのがすごく好きだったのです。

でも，あの時，僕，思っていたのですよ。父親から反

対されていて，バイクに乗るなんて，いつ死ぬかわかん

ないぞと。裸で乗っているようなものだぞと。逆に良い

なと思っていましたね。いつ死んでもいいやと思ってい

た。死にたいって，まだ，もうちょっと後に，明確に意

識的に思うのですけど，死にたいイコール自殺したい

じゃないような気もするのですよね。僕は，死にたいと

思っていたけど，多分，自殺は，今もそうですけど，自

殺は多分しないだろうなって，母親の件もあったしとい

うような気持ちがあるのですけど。そうなるとバイクに

乗って速度オーバーして，死ねばいいやというのは，そ

れも自殺っていうのですかね。事故死というような形に

なるじゃないですか。形は一応。ぶつかったりとかする

と。そういうのが，非常に僕にとっては良かったです

ね。今も良いと思っています。どちらかというと。そう

いうふうに乗り回していたなという記憶が今，その若者

の自殺について考えていると，それはありました。

２回目の転機なのですけれども，大学に来てからやっ

ぱり，さっき話した母親も生きていたのだぞと。力にな

りたい。困っている人の力になりたいという気持ちも

あって，北海道にやってきて，いろいろやってきたので

すが，東日本大震災が起きたのですね。３月１１日に。そ

れまで，僕，結構いろいろな活動を頑張ろうと思って

やってきたのですけど。あの時を機に僕は何もできない

のだなということを思いました。

後ほど，話させていただこうと思っていたのですけ

ど，今日１月１７日で，阪神淡路大震災がちょうど２０年に

なります。僕，神戸の出身で，被災した経験もあって，

小さいころからいろんな人が支援してくれたから，今の

神戸があるのだよというようなこととか，すごく聞いて

育ってきていて，次，何か大きな災害があったら自分は

力になる番だというのを思っていて。自分は何もできな

いというふうに，逆に思ったというのは，４歳の被災経験

で今度は自分が力になる番だと思ってきたのに，やっぱ

り自分はなにもできないのだなということをこの時に明

確に思いました。

大学に進もうと思ったのも，困っている人の力になり

たいとか。そういう母親のことだったりとかしたので，

逆に自分は何もできないと思ったら，もう大学もやめて

全部一から人生を考え直した方がいいのかなというふう

に思っていました。いろんな人に，一応，相談してから

やめようと思っていたので，いろんな人に相談をして，

大体の人たちは，こう言うのです。村尾だから，大丈夫

だよと。今までもそうやっていろいろな苦しい経験をバ

ネに頑張ってきたのでしょうと。村尾なら大丈夫。頑張

れる。できる…。

その言葉も非常にありがたかったのですけれども，僕

は，あの時は正直，重荷でしたね。

その中で，１人だけ人間臭くて，そっちの方が好きだ

よと言ってくれた子がいたのです。逆に悩んだりとか，

そういうふうに，何もできないと思っちゃったりとか，

それってすごい，今までの村尾さんだったら，そういう

ところ絶対見せなかったよねと言ってくれた子がいたの

ですよね。その時に，初めて，自分がそういう弱いとこ

ろというのか，駄目なところを人間臭くて，そっちの村

尾さんの方がいいよ，そっちの方が好きだよと言ってく

れる人がいて，非常に助かりました。非常に，この言葉

は今も，すごく支えになっています。人間臭くてそっち

の方が好きだよ，そういう弱い自分も含めて自分として

見てくれることの存在をここで知ることができました。

ただ，やっぱり大学は休学しようというふうに思いまし

た。もう１回，１年間いろんな経験とかいろいろ考えた

りして，今後どうやって生きていくのかということを考

えようと思って，僕は海外に行くチャンスがあったの

で，そのチャンスと，そのいただいたものを生かそうと

思って海外に行きました。トルコという国なのですけ
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ど。

トルコでの１年間なのですけど，僕は初めて，ここで

明確に死にたいと思いましたね。

なんでなんだろうという不思議な感覚でした。日本人

がいないまちだったのですね。日本語が話せない環境

だったので，日本語というものを１年間あまり話した経

験がないのですけど，このトルコの１年間で。

いわゆる関係性みたいな，人間関係みたいなものをト

ルコで１から全部つくらなきゃいけないという中で，何

か孤独感というもの，あれなのですかね，日本以上にわ

かりやすかったのですかね。自分の意識的にも。わから

ないのですけど，何か死にたいって，どういう理由が

あって思ったのというのはわからない。自分でも正直

いってあんまりわからないのです。ある日，突然，寝る

前に，あ，死にたいなと思うことがあって，思っただけ

なので特別，行動には移していないのですけど，死にた

いなというのが，意識的に出てきたのが，今でもあの日

の夜は覚えています。死にたい，死にたい，死にたい，

死にたい，死にたい，死にたい，死にたい。そう思って

いました。

非常に怖いです。今，その気持ちを思い出しても。な

んなのかよくわからないので。でも，死にたいって思っ

ていました。

その行動には，弱虫なのか，なかなか移せない。死に

たいというのが行動に移せないというので，トルコの僕

が行った時にシリアが，シリアという国が，内戦が始

まって，トルコが，軍機が落されたりとか，シリアの爆

弾がトルコの国内に飛んできたりということがあったの

ですね。正直，良いなと思っていましたね。

そこに自分がいたら，死ねたなっていう気持ちがすご

くありました。

やっぱり，自殺じゃなかったのでしょうね。僕は。何

かしらのあれで死んでしまいたいというのは，きっとそ

この国境の近くに旅してみようかなという気持ちとかが

すごくあって。なので，この感覚は不思議，今も不思議

です。だから怖いです。

帰国，なんとかしたのですけれども，お金がなさ過ぎ

て，僕，一時期，札幌の借家というか，賃貸で借りたお

部屋を出て，トルコに行って，戻ってきてということ

だったので，もう１回札幌でお部屋を探すところから始

めなきゃならないという感じだったのですけど，非常に

お金がなくて，ホームレスというのか，お家がない状態

で，２週間，３週間，ちょうど大学４年生になるので就

活もしなきゃいけないということだったので，そういう

状態で，非常に経済的に苦しかったなって，今，トルコ

から帰ってからの１年間は，そういう経済的に厳しかっ

た時だったなって，いま思っています。

ほんとにいろんなことに，死にたいというのが出てき

てから，そして帰って来てお金がなくて，お家が決まら

なくてとか，いろんなことがあったりとかして，どうし

ようというふうに思っていたのですけど，神戸にお世話

になっている人がいて，その人が，矛盾とか，葛藤と

か，そういうのって，ないよりあった方が良いよって，

今の政樹には，ということを言ってくれたのですよね。

こういういろいろなことに対して，どうしようってなっ

ている時に，悩んだりとかしていると，なに悩んでいた

りするのだよって。しかもトルコに行ってきて１年間頑

張ってきたのにという人，結構いたのですよね。

でも，何かこの人は，矛盾も葛藤も必要だよというこ

とを言ってくれて，生き急ぐなということを高校の時に

アルバイトしていた居酒屋の店長に，トルコから帰って

来ましたと言った時に，すごく言われたのですね。頑

張ったなとか，すごいなではなくて，生き急ぐなという

ことを言われて，「生き急ぐな」という言葉をすごく，

生き急いでいたなのかなあなんて，自分で思うのですけ

ど。

ほかにもお世話になった人，僕のお母さんと同じぐら

いの年なのですよね。もし，お母さんが生きていたら。

４０代ぐらいなのですけど，４０後半ぐらいなのですけど。

もし，母親が生きていたら同じぐらいの人で，なんだか

息子って言ってくれるのですよね。

息子って言ってくれることが嬉しくて，でも申し訳な

くて，他人なので。他人というか家族ではないので，た

だ息子って言ってくれたらすごく嬉しかったりとか。そ

れで非常に申し訳ないですということとか，その人には

言ったのです。やっぱり，そういうので，なんだかんだ

言ってお母さんじゃないしということとかもあって言っ

たのですけど，将来，車買ってくれるくらいでいいよみ

たいなことをサラッと言ったのですね。でも，多分この

人，車を買ってほしいわけじゃないと思うのですよね。

きっと。聞いている感じ。あと，生活している感じ。

きっと車欲しくないのだろうなって。ただ，多分，僕に

そういう気をつかわせないためだけに，車買ってねっ

て，将来は出世して車買ってよということを言ってくれ

ているなというのが感じて，その人にはほんとに非常に

感謝しています。

貧しい生活で，でも，僕，ある意味，自分の責任だと

思っていたので，お金がないって，トルコに行って，お

金がないって，それはトルコに行ったからでしょとなる

と，まあ，それはそうですよね，という感じだったので

すけど。

また，別なかたなのですけど，今，東京にいらっしゃ

るかたで，そのかたもすごいお世話になっていたんです

けど，「『助けて』って言えないことを私は知っているか
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ら」ということを言ってくれたのですよね。

今だから言っていいのかな，わからないのですけど。

その人，僕は何も言っていないですし，単純に挨拶に

行っただけなのですけど，お金を渡してくれたのですよ

ね。お金を渡してくれたこととか，金額がどうこうとい

うことではなくて，もうそのつもりでいたのが，すごい

びっくりして，で，「『助けて』って言えないことを私は

知っているから」と言って，「迷惑だと思って受け取っ

て」って言われたのですよね。

そういう人もいるのだなというのをすごく，あれがな

かったら，僕，多分，就活もできていないですし，父親

とかから，僕，「自分でやってね」っていうのは今も続

いていますので，基本的にそういう仕送りとか，何かそ

ういったような資金的な援助というのは基本的には受け

ない生活をしていますので，初めて仕送りというのか，

そういうものをいただいたというような経験でした。

まあ，ほんとにいろいろあって，結局，東京に就職す

るつもりだったのですけど，北海道に今残っていますと

いうところが，ちょっと話をあんまり詳しく説明せず

に，ちょっと進めていきたいのですけれど。

ちょうど，ここ最近１年の話なのですけど，働き始め

てから思ったのは，すごい体にボロが出始めているな，

若いのにって，言われるのですけど，でも，小６から

カップラーメンとコンビニのおにぎりが主食で，電子レ

ンジでチンというのが，せめてもの良い料理と思うと，

まあ，出始めてもおかしくないのかなと思ったりもして

います。

まだ若いのに，頑張りなさいという人は，良い飯食べ

てきたのだなあっていうふうに思っています。わからな

いのです。僕，なにか最近，体にボロが出始めていま

す。

ほかにも想像以上のいろんな地方都市って厳しいのだ

なと思ったりとか，学生時代とはちょっと違う考え方も

あるな，出てきたなと感じたりと。これって別に僕だか

らとかじゃないと思うのですね。いろんな，誰でもそう

いうふうな経験って就職したらあると思っているのです

けど，でも，非常に変わっていくという自分がすごく怖

くて，村尾はもっとこうだったって言われこと，やっぱ

りあるのですよね。今でも言われますし。

でも，さっき言った東京の「私，『助けて』って言え

ないことを知っているから」って言う人が，こう言って

くれているのですね。味方だと思ってくれている限り

は，何を言っても言われても，どこにいても，立場が逆

転しても味方ですということを，メールだったのですけ

ど，これは。これを送ってきてくれて，ああ，なんだ

か，その言葉にちょっとなんて言うのですかね，安心し

ました。

ほんとに，ちょっとこういうふうに，流れのとおりに

話していったのですけど，考えてみると，僕，多分，ほ

かの人よりも，「生きる」と「死ぬ」という間にあるよ

うな何か線みたいなものが，少ないというのか，細いと

いうのか，もろいというのか，どれっていう言葉が一番

正しいのかわからないのですけど，そういうことを感じ

ています。

何かイメージとしては，こんな将来への希望とか家族

みたいものがあって，それによって生きるというのが，

こっち側にあってみたいな。で，死というのはだいぶ遠

いかなという感じのイメージがあるのですけど，何かこ

んな感じなのですよね。

穴が空いちゃっているのです。僕のこの死までの線み

たいなところに。

なんでなんだろうなというのは，まあ，母親を亡くし

たというのが明確に僕は心の穴というか，何か穴になっ

ているというのは自覚しています。

先ほど話した震災を機に挫折したという経験は，すご

いそこに穴みたいなものがあるなというので，何だか

今，僕，こんな感じです。

非常にもろい状態で生きていると思っています。

今は「死にたいな」って，意識的には思っていないの

ですけど，多分，自殺はしていないけれども，「死んで

もいいや感」みたいなものは結構，多分出て来るのだろ

うなというのはあると思います。

それで，そういうことを，じゃあ，なんでなんだろ

うって，いろいろ考えたりするのですけど，僕，２０１３

年，トルコから帰って来た時に映画を見て，その映画の

中で子どもが母親をほしいといったのがあるのですよ。

児童養護施設の子どもで保育士さんに，お母さん，お母

さんって言っていたのですよね。お母さん，なんでいな

いのとかって言っていたのですね。すごく泣き叫んでい

て，僕は初めてその時に，「あ，俺も欲しい」っていう

ふうに思ったのです。今までは僕，思ったことなかった

のですよね。思っていたのかもしれないですけど，こう

いうふうに思っていたとは思っていなかった。無意識の

うちにはあったかも知れないですけど，意識的に初めて

僕，「お母さんが欲しい」って思いました。

これ，最近なのですけど，ほんとに，僕，多分，誰か

に認められたいとか，頑張っているねって言われている

人たちに頑張っているところを見せて，頑張っている

ねって。また，認められるということは，多分，あま

り，もちろんそれも知っているのかもしれないですけ

ど。思ったのですけど，僕，多分，母親に認めてほしい

のです。

今，いろんなことをなんで頑張れているのとかってい

うと，やっぱり僕は母親に否定されて母親は死んでいっ
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たというふうに思っていますし，僕も母親を否定して，

母親が死んでしまったというような感覚はすごく強く

て，多分そこを，母親に頑張っているね，じゃないです

けど，そうじゃなかったのだよ，じゃないですけど，

きっと認めてほしいのだろうなって，ほんとに最近なの

ですよね。何か思ったのです。でも，母親いないですよ

ね。死んじゃっているのです。どうしようという感じで

すね，今。どうしようもないのですけど，どうしようか

なって，今思っている，すごくリアルな生きづらさみた

ないものだと思うんですけど。そういう気持ちがありま

す。

まあ，このようにいろんなお話をさせていただいたの

ですけど，あんまり僕の話，今日の話は「自死遺児」と

いうお話ではないのかなと思っています。村尾政樹とい

う１人の人間のお話，すごくおこがましいのですけれど

も，そうだと思ってもらえれば嬉しいなというか，助か

るなというふうに思います。

僕は，今までそういうふうに振り返ってきて，そうい

うふうに専門でカウンセラーのかたとか看護師さんとか

非常に貴重なお仕事をされているのだなって思うのです

けど，僕はすごく見えづらい支援とか，さりげない支援

とかというものが，すごく尊厳みたいなものを守りつつ

生きてこられたなという感覚が強くて。「自死遺児」の

村尾っていわれるの僕，すごく嫌いなのですよね。「自

死遺児」の村尾って，何かいやなのです。村尾は自殺で

母をなくしちゃったようなことは構わないのですけど，

なんとも思わないんですけど，なんでなのかなって思う

んですけど，やっぱり，人と人って，いわゆる多分，男

のくせにとか女のくせにとかいうのと同じような感覚な

のかなというふうに思っていて，「自死遺児」だからと

か「自死遺児」の村尾とかって言われるのは，何言って

いるんだっていわれるかもしれないんですけど，僕はす

ごくいやで，あくまで村尾という人間と，その人という

お付き合いができているかできていないかというのは，

すごい僕にとっては重要だと思っています。ここの下

に，それいつも僕，当事者でいるというわけじゃなく，

必要な活動をする時とか，なにかをやろうという時に逆

に，僕はそういう「自死遺児」として活動をしています

というのか，その当事者になっているというような感覚

なのですよね。四六時中，事実としては確かに母親を亡

くしたと言われるかもしれないですけど，僕の感覚とし

ては，いつも村尾なのですよね。普通のいつも村尾なの

ですけど。その村尾の当事者というのは，健康その時々

によって，なったりならなかったりしています。今は，

あまり「自死遺児」という話，そのようなのはないで

す。１人の人間としてお話しさせていただいているとい

う感じですね。

よく，こういう話をさせていただくと，何をしたらい

いですかとか，なにがやらないといけないのですかね，

とか言われるのですけど，僕は先ほど言ったように基本

的には，村尾という，普通の人間だと僕は思っているの

で。なにを，お友だちとかになったりとか，人間関係を

築く時に，何をしなきゃいけないのかなとか，何をすべ

きなのかなっていうのよりも，まずは，そういうなにを

しちゃいけないのかなとか，何をしない方がいいのかな

というのを大事にしてくれた方が，それが一番だなって

いうふうに僕は思っているのですよね。

何かというのは，逆に友だちになる時に，何かをする

から友だちになれるとか，なにかをするから関係性がつ

くれるというよりか，やっぱり，してはいけないという

か，何かしてほしくないなということがあって，そうい

うことなのかなって，基本的には「自死遺児」だとかい

ろいろとあると思いますけど，私個人はそういうふうに

思っています。

最後にということなのですけれども，このテーマにつ

けた「生きづらさを生きる力に」というのは，お話しさ

せていただいたとおり，実はあまり答えじゃないのです

よね。僕のテーマなのです。向き合っています。非常に

生きづらいって思うことがあるのですけれども，それを

このあとのシンポジウムとか，皆さんと本日，短い時間

ですけれども，一緒に考えることができればなというふ

うに思っています。

阪神淡路大震災のことについても，少しだけ触れてお

かないといけないと思っているのです。

１月１７日というところから２０年たちました。私，神戸

市の灘区というところ出身で，これ僕の家ではないので

すけど，僕の家の隣です。

それで，これ僕の自宅なのですけど。手前にある家。

さっきのこの写真，僕の弟の今，幼なじみの人が，ま

た新しい家を建てて住んでいるのですけど，このあとは

原っぱになって，僕の秘密基地みたいな場所だったので

す。逆に震災起きたら，次の日というのは，僕の場合，

小さかったので明確に記憶があるわけじゃないのですけ

ど，こんなふうになっていたのだということとか。

これ，僕の家なのですけど，そういうふうになってい

たということなのですけど。

非常に，よく生きてきたなと思いますね。偶然だなと

いうような感じが。僕の家，ちゃんとまだ，なんとかお

かげさまで倒れずに済んだのですけれども。隣がこうい

う状態になったので，よく生きていたなと思っていま

す。神戸の人とか，もしくは僕にとっては，この２０年と

いうのはやっぱり非常に感慨深いなというか，いろいろ

考えることが多くて，そういった日にこういうお話をさ

せていただいて，非常に感謝しています。
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あとは，ほんとに「ここわらねっと」というのがあっ

て，そういう活動がどういうことをしていますよという

写真とかも，ご用意させていただいたりしています」。

トルコでの１年間，こんなふうに過ごしてましたみた

いな写真があったりですね。

あしなが育英会の奨学金を借りていたので，これ，震

災の時だったのですけど，こういう募金活動とか，そう

いういろんな活動もしていました。

これ，高校生のキャンプで，僕はさっき大きな転機の

１番目の，逆に僕が大学生になってお兄さん，お姉さん

役として，こういう場に行ってこういうことをしていま

したという。で，アフリカの子どもにも支援というの

か，そういうのをしていて，そういう写真とか，いろん

な写真があったのですけれども。

まあ，ほんとに今日，つたないお話だったと思うので

すけど，この後のシンポジウムで皆さんからの質疑とか

も受けたいなと思っていますし，率直に聞いちゃいけな

いことといよりか，なんでも聞いていただけたらなと

思っています。

それでは，とりあえず私のお話は終わりたいと思いま

す。

どうもありがとうございました。

【飯田 昭人】

村尾さん，本当にどうもありがとうございました。今

日のお話をうかがい，本当はとても話しづらいことを，

今回の企画でお話をいただきましたことを改めて痛感い

たしました。こういう経験が村尾さんの心の傷を広げて

しまうのではないかと葛藤しております。しかし，今日

の村尾さんのお話を聞いて，参加された皆様は，必ず何

か感じ，考えることがあったと思います。

つづけて，休憩後は指定討論者である，北海道大学保

健センターの斉藤美香先生にお話しをしていただきま

す。

斉藤先生，よろしくお願いいたします。

【斉藤 美香】

北海道大学保健センターの斉藤です。村尾さんの貴重

なお話をお聞かせいただきありがとうございました。

私の立場で聞かせていただいて感じたことを１つお伝

えして，あと１点，フロアのかたが，やはり専門に仕事

をされているかたが多いようなので，その代表でもない

のですけども，１点だけ質問をさせていただいて，皆さ

んと質疑を持とうというふうにしたいと思います。

僣越ですけども，私は大学の方で働いていまして，や

はり大学生が亡くなっていく，自殺で亡くなっていくと

いうことに対して，なんとかならないものかと思って，

日々，さりげなくじゃなくて，すごく目立つというか，

自殺予防対策みたいなことをしていて，それ自体の仕事

は必要だと思ってやってはきていましたけれども，やは

りそれだけで，何かかゆいところに手が届いていないと

か，何かピントがずれているというふうにずっと問題意

識を持っていたのですね。今日，村尾さんの話を聞い

て，あ，こういうことだったのかなあって，少し糸口が

見えてきたような気がしました。まだ，ハッキリはして

いませんけども。

少し，込み入ったことを話すと，自殺で亡くなった方

というのは，いろんな学生さんがいて，確かに居場所が

ないというかたもいるのだけれども，今日，村尾さんが

話したように，きっと村尾さんも外から見ていると，

あ，村尾さんすごい活動していろいろやって強い方でと

いうふうなふうに思われていると思うのですけれども，

亡くなった学生の中には表面的には就職も決まって素晴

らしい将来が開けていて，成績もよくてという，はたか

ら見るとどうしてそういうことで亡くなってしまった

のって，みんながわからないような学生も中には数名お

ります。そして，どうしてというふうに思った時に，今

日，村尾さんが，いつ死んでもいいのだという気持ちを

ずーっと通奏低音のように持って，何年も生きて来られ

たということが，聞いた時に，もしかしたら，その学生

たちも何かそういう思いにずっといながらも，日々生活

をしてきて，でも主観的な自分の何かこう生きる壁，生

きるのと死ぬのが，村尾さんはすごい壁が薄くて穴が空

いているとおっしゃったのだけども，そういうものが個

人的に，もしかしたらあって，本当に何かのきっかけ

で，その時は誰にも相談をすることをせず，咄嗟的に自

殺という手段をとられてしまった可能性もあるのではな

いかなというふうに１つ感じました。

そこで，私の立場としては専門家というか，支援者と

して，何ができるのかなということが，やはり考えたい

なということで，１つ思ったのは，尊厳を守ってさりげ

なく周りの人に支えてもらったという言葉がすごく印象
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的で，その尊厳を守るということはどうなのだろうとい

うことと，やはり専門家のところに相談に行くというの

も，ある意味尊厳が，人に援助を求めるというのは，自

分の尊厳を守るというのとすごく相反するものの側面も

絡んでいるような気がして，そこでわれわれ相談を受け

る者にはそこの尊厳を守るというところをもっと慎重に

考え，大事に考えていかなければいけないなというふう

に考えました。

すごくまとまりがないのですけど，そういうようない

ろいろなヒントを今日のお話でいただきました。

それで，１点，質問なのですけれども，村尾さんのお

話を聞いていると，どこかの時点で，もう，ちょっと専

門のところに相談に行こうかなと思われた時期がきっと

ないのだろうというふうに，その必要もなかったんじゃ

ないかなと思うのですけれども，もし村尾さんの立場で

あって，これは周りの友だちじゃなくて，何か専門の知

識を持った人のところに行ってみようかなということが

あったとしたら，それはどういう時で，どんな人やどん

なところというか，どんな要因を選ぶだろうなというの

を個人的にお聞きしたいと思いました。

【村尾 政樹】

はい。ありがとうございます。

本当に，僕という人間はということですが，いろんな

人がいるので，いろんな考え方があるかも知れません

が，僕はやっぱりそういうカウンセラーのかたとか，医

療のかたにかかるということは，まず頭になかったとい

うか，まず，気持ちも全然なかった。１つは，信用的な

ものではなくて，お金がなかったのですよね。僕，やっ

ぱり小学校６年生だった時に，父子家庭だったので，世

帯的なものとしては，まだ母子家庭の非常に辛い中，な

んとか踏ん張っているお母さん方もたくさんいらっしゃ

ると思います。家庭的に世帯的には余裕があったほうだ

と思うのですけど，僕，結構，父親と僕って，どこか切

り離されている感が強くて，基本的に生活する時は，僕

やっぱり自分の，高校からはアルバイトのお金とかで生

活していて，そういったところに行くということは，

僕，医者にかかるということが，そもそもできないとい

う意識がすごく強いんですね。お金かかるというのが

あって，それが強いかなというのがあるので。

カウンセラーに関しては，とにかくそういう学生の相

談室とかがあるよというのは知っていたのですけれど

も，小学校６年生のその亡くした時に，カウンセラーさ

んが学校に来ていて，学校の先生に勧められてそこの部

屋に行かされたということがあったのですよね。それ

で，何かあったら話しなさいということで，何もなけれ

ば話さなくてもいいよみたいな形で，そのおばさんだっ

たですけど，おばさんと一緒にいて，非常に僕，ドッジ

ボールがその時はしたかったのです。ドッジボールがし

たかったので，その何かあれば話せばいいからねという

のがすごい困ったというか，そこが何か僕，違和感みた

いなものがあって，敢えて心情的な感じで言うと，一緒

にドッジボールしてくれたらよかったとか，わからない

んですけど。何か，そういうのがあるのかなと。個人的

な経験からは思っています。

あとは，そういうお金がないからというところが大き

いですかね。別に心情的な，心とかなんとかということ

だけじゃなくて，基本的に僕，なんでもそうなのですけ

ど，医者にかからないのですね。風邪引いて病院に行か

ないですし，それこそ，やっぱり次の日起きて生きてい

たらいいなと思いながら，寝たこととかもありますし，

それも逆に言うといつ死んでもいいやというのとあれな

のかも，それで死ぬんならというのがあったかもしれな

いですけど。

なので，ご質問は，そういうことだと。経済的な理由

として，そもそも行けないのじゃないかという気持ちと

いうか，そういう環境的に行けないというふうなのが念

頭にあったというのと，あとは小学校の時の連れて行か

れた時にそういう経験があって，ドッジボールがした

かったというようなことですね。

【斉藤 美香】

ありがとうございます。

※その後も質疑応答は続いているが，それについては割

愛させていただきます。
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